
《公開用感染制御相談事例集(Q&A)》 
相談事例 No.6 
区分 環境管理(廃棄物・清掃・リネン) 
 

【質問】 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(ＭＲＳA)患者に使用したリネン類の洗濯はどのようにしたらよいで

しょうか？ 

 

【回答】 

病原微生物に汚染されたリネンの消毒には熱水消毒による方法と次亜塩素酸ナトリウム液に浸

漬する方法とがあります。 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)による汚染が明らかな場合には、水溶性ランドリーバッグ

か指定のビニール袋に入れて運搬し、80℃で 10 分間の熱水洗濯を基本とします。このシステムが

利用できない場合は、通常の洗濯を行った後に 0.01～0.02%次亜塩素酸ナトリウム液中で 5 分間浸

漬する方法もあります。 

なお、寝具類やタオルなどは、病原微生物に汚染されていても、それらが安全な方法で取り扱わ

れ、移送され、洗濯されれば、伝播リスクは無視できるほどであるとされています（CDC ガイドライ

ン）。シーツなどは、特別な汚染がないかぎり日常の洗濯を行います（感染症法に基づく消毒・滅菌

の手引き）。 
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